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Uber den Min-N an Dialekt in Formosa (Taiwan).日
一-Ton-Transformation(Tone Sandhi) und Assilnilation--
Ei Iti T AKIZA W A 
@ 0悶序
「台湾の関南語に就いて. IJでは，台湾語の歌
謡に現れる「来lai5Jの意味 Bedeutungに就いて考
察する際に，台湾の閑南語の音韻と声調交替(転調)
に就いても触れたが，今回は主として，声調交替(転
調)Tone Sandhiと音韻の同化 Assimilationに関
して述べる。此処で使用する記号[)や(( ))など
は前回のものを踏襲する。
@ 1圃音節
漢語(シナ語)の音節構造は，夫々の方言(例え
ば，関南語，北京方言など)を含めて， 1十M十V+
E/Tと分析される。 1は音節頭位の子音， Vは音
節の中核を成す主母音 Mは音節頭位の子音 Iと
主母音 Vとの中間に現れる副母音(介母とも言わ
れる)， Eは音節末尾の副母音又は子音である。 T
は音節全体の上に被さる声調(音頭)Toneを示す。
台湾の関南語の音節構造も，この様な四箇の座を持
つ IMVE構造と声調 T とで表されると考えるこ
とが出来る。
樋口靖「台湾語会話 (1992年，東方書庖)Jに依
れば，台湾の関南語の音節の組立は， Cl十V十C2/
Tと定式化出来るであろうと言う。 Clは語頭子音
(音節頭位の子音)で， C2は音節末尾の子音を表す。
Vは音節の中核を成す母音で，単母音・二重母
音・三重母音の三種類である。単母音は， a [a]， i [i]， 
u [u]， e [e]， 0 [0]又は [a]，o' [J]， ng [!J]， m [m]， 
である。二つの鼻音 [m]と[日]とは音節主音(Syl圃
labic)で，羅常培はこれらを声化韻と呼んだ。鼻
音 [m]と[!J]とはそれだけで音節を作っている。
夫々に，比較的長く強く発音される。此等二つの鼻
音を母音扱いとする。
二重母音は， al， au， la， lU， 10， Ul， oa， oe，の
8種であり，三重母音は， oalとlauとの 2種類だ
けである。
音節頭位の子音 Clは，教会羅馬字の記法で表わ
せば， b， ch， chh， g， h， j， k， kh， 1， m， n， ng， 
p， ph， s， t， th，の17種の子音である。
音節末尾の子音 C2は m，l， ng， p， t， k，の
6種類である。 C2が存在しない音節(母音 Vで終
わる音節)は開音節と呼ばれる。
ClとC2との中で述べた m，ngは子音であって，
母音扱いをした [m]，[!J]とは異なる音素 phoneme
である。
樋口は， (介母)+ (母音)を一つの母音の集団
vと考えたのであろうか。この考え方の Cl十V十
Cz/Tなる構造は実用上非常に有効である。
音節末尾の子音 C2を更に詳しく述べると，次の
第1表に示す8種となる。教会経馬字では，軟口蓋
鼻音[!J]を ngで表し，声門閉鎖音 [L]をhで表す。
第1表音節末尾子音 C2
母音と音節末尾鼻音 fi，l， ng， との組み合わせ
では， am [am]， im [im]， iam [iam]， an [an]， in [in]， 
un [un]， ian [iEn]又は [En]，oan [oan]， ang [a!J]， 
eng [I!J] ((北))又は [ia!J](南)， ong [J!J]， iang [ia!J]， 
iong [iJ!J]，が有る。 [1]は[i]とい!との中間の音で
ある。
母音と音節末尾子音 p，t， k，との組み合わせで、
は， ap [ap]， ip [ip]， iap [iap]， at [at]， it[叶， ut [叫，
iat [iEt]又は [ct]，oat [oat]， ak [ak]， ek [Ik] ((北))
又は!日k](南)， ok [Jk]， iak [iak]， iok [iJk]，が有
る。第 1表で閉鎖音 p，-t， -k， -h，で終る音節は
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入声(にっしょう)と呼ばれる。
教会羅馬字では， o' [:J]は広い「オ」である。
0[0]は狭い「オ」であって iヲ」の音に近い。
台湾の関南語には鼻音化音節(鼻声化音節)が有
る。この音節末尾の音素は半鼻音とも呼ばれる。教
会羅馬字では，音節末尾に上添記号 n を付すが，
此処では nの代わりに Nを付す。 Nの前の音素
が鼻音化されることを示す。
[参考]1991年10月に福州市在住，泉州生まれの
李彬(女性， 60才位)は「今仔日Jkinl-a2-jit8を
[kin1-na2-lit8]と明瞭に発音した。一方，台湾の
鳳飛飛 (20才台の女性歌手)は歌謡テープ (1980
年頃の録音か)の中で，「今仔日」を [kia2: lit8] 
と歌っている。((泉州音》・《台北音))では， (津
州音》・《台南音》の j[dz， d3]が 1[1]に成るの
は分るが， ((台北》では kin1が kiN1に成るのであ
ろうか。
~ 2.声調
台湾の閤南諾の声調 Toneは 7種類の調素
Tonemeを区別する。他に，軽声が有る。声調番
号と調値を 5度制数値で表せば次の様である。
第1声(陰平)
第2声(陰上)
第3声(陰去)
第4声(陰入)
第5声(陽平)
第7声(陽去)
第8声(陽入)
高平調。高く平らに。 つ目
下降調。初め高く急に下降する。
"'b 
低平調。低く下降気味に。
_jll 
低平短調。低く短促に。 ー12
上昇調。中間の高さから上昇す
る。 /135
中平調。中間の高さで平らに。
-1ぉ
高平短調。高く短促に。 -14
軽声は第3声と第4声の中間位の高さで，弱く発
音される。
第6声に相当する声調は第2声と合同しているの
で，第6声を記さない。
陰平，陰上，陰去，陰入，陽平，陽去，陽入，は
夫々，上平，上声，上去，上入，下半，下去，下入，
と呼ばれることが有る。
声調 Tを示すには，音節末尾の次に上添記号，1， 
2， 3， 4， 5， 7， 8，を付ける。軽声調にはO
を付ける。
第l図に声調図を示す。太い数字1，2， 3， 4， 
5， 7， 8，は声調番号を，右辺のし 2，3， 4， 
5は音調の高低を示す。 1は Do音の高さ， 3は
Mi音の高さ 5は So音の高さ(音の pitch) を示
す。
[例]i天JthiN1， i地Jtoe7， i人Jlang5， iLlJJ soaN¥ 
「水Jchui2， i海Jhai2， i東Jtang1又は tong!， i西」
sai¥ i南Jlam5， i北Jpak4， i風Jhong¥ i天気」
thiN1-khi3， i対面J tui3-bin7， i日時Jjit8-sio (董
間)， i膜時Jmi5-sio (夜)。
1 
2 
5 高 ι
調 UV
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第1図声調図
~ 3.声調交替(転調)Tone Sandhi 
3pi 
2 
低T"I~
1 調 ~V
声調交替(転調とも言う)とは，中間に音声の問
(ま) (Pause) を置かないで発音される多音節形式
(多音節の構造)(例えば，複音節の単語・複合語・
句・節・文などの様に，意味内容が固く結ぼれてい
る形式)で，軽声音節が最終音節となる場合を除い
て，最終音節がアクセント核となり，この核音節は
本来の調値のままであるが，それよりも前に有る音
節の調値が他の調値に変わることを言う。この場合
に，転調するには一定の交替規則が有る。
最終音節が軽声である時には，最終音節の前の音
節は転調しない。
転調(声調交代)の規則を第2図に示す。
/1 
イ~)
5陽平一一→ 3陰去
《北))
-hで
終るとき
第2図声調交代図(転調図)
8陽入
-p， -t， -k 
で終るとき
4陰入
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第2図で，矢印の方向は転調する先の声調を示す。
転調する場合には，第 1声は第7芦に，第2声は第
l声に，第 3芦は第 2声に転調する。第 5声は《台
北》では第 3声に， ((台南))では第7声に転調する。
入声では，音節が -p，-t， -kで終わるとき，第
4声は第8声に，第 B芦は第4声に転調する。即ち，
第4声と第8声とは互いに交替する。
入声が -h[L] (声門閉鎖音)で終わるときには，
第4芦は第2声に，第8声は第3声に転調する。
三音節主上の音節の連鎖から成る語や構造の場合
にも，最終尾の音節を除いて，総ての音節が上記の
規則に従って転調する。
王育徳「台湾語入門」及び樋口靖「台湾語会話」
の例を参照する。
[第1声→第7声の例]
「風吹J hOng17 -chhe1 (凧)， hOng17は原調の第
l声が第 7声に転調することを表す。「張持」
tiUN17 -ti5 (予防する)， I先生Jsian17 -SiN1 (先生)，
「異多J chin 17 -choe 7 (非常に多い)。
[第2声→第1声の例]
「早起J cha21-khi2 (朝)， I火焼Jhe21-sio1 (火
事になる)， I国仔J gin21-a2 (子供)， I寓批」
sia21_phe 1 (手紙を書く)， I憂愁JiU21-chhiu5 (憂
愁)， I果子J ke1-chi2 (くだもの)。
[第 3声→第 2声の例]
「相簿J siong32_pho・7(アルバム)， I妊歯」
chiu32-khi2 (虫歯)， I唱歌J chhiuN32-koa1 (歌を
歌う)， I報紙Jp032-choa2 (新聞)
[参照JI看見J khoaNLkiNO (見かける，ふと目
にする) I看見J khoaN32-kiN3 (目をかける，
面倒を見る)。
[第4声→第8声の例]
「即満J chit48-rna2 (今，現在)， I結婚」
kiat48-hunl (結婚する)， I迫迫J chhit48_th05 (遊
ぶ)， I国家J kok48-ka1 (国家)。
[第5声→第3声の例] ((台北》
「台湾Jtai53-oan5 (台湾n，I人気Jjin53-khi3 (人
気)。
[第5戸→第7声の例] ((台南))
「茶植Jte7 -au1 (茶碗)， I縁投Jian57 -tau5 (ハ
ンサムな)。
[参照] I無去J b05一khiω(無くなる)， I無去」
b057 -khi3 (行かなかった)。
[第7声→第 3声の例]
「釜母J pe73-bu2 (父母)， I議論Jgi73-1un7 (議
論する)， I外国J goa73-kok4 (外国)， I事誌」
tai73-chi3 (出来事)， I露水J 10・73-chui2(露)。
[参照] I後日J au7 -jit80 (明後日)， r後日」
au73_jit8 (後日)。
[第8声→第4声の例]
「賊仔J chhat84-aZ (盗人，泥棒)， r熟似」
sek84-sai7 (懇意な，知り合いの)， r読書」
tak84-chu1 (勉強する)， r立法Jlip剖 hoat4(立法人
「ー 去J chit84_khi3 (一度行く 3 一度去る)。
[ -hで終わる入声第4声→第 2声の例]
「巣頂J toh 42-teng2 (机の上)， r拍算」
phah42-sng3 (段取りをする)， r客藤」
kheh 42_tiaNl (応接間)， I惜国J sioh42-kiaN2 (子
供を可愛がる)。
[ -hで終わる入声第8声→第3声の例]
「食銭J chiah83-chiN5 (汚職をする)， I笠仔」
loeh83_a2 (笠)， I食飯J chiah 83_png7 (御飯を食
べる)， I白菜J pehお chhai3 (白菜)， r月光」
geh83-kng1 (月の光)， r月光膜Jgeh83-kng17 -rni5 (月
夜)， r月日冥J geh83-rni5 (月夜)，月娘」
geh83-niu5 (お月様，綿織)0 I月」は geh8((台北))，
goeh8 ((台南))と発音される。
但し，転調後の第 2声及び第 3声は本来の第 2
声，第3声よりも短く聞こえる。
[多音節語や多音節構造の例]
「録影帯J lok84-iaN21-toa3 (ビデオ・テープ)， 
「看録影帯J khoaN32 lok84-iaN21-toa3 (ピデオ(テ
ープ)を見る)， r愛看録影帯J ai32 khoaN32 
lok84-iaN21-toa3 (ビデオ(テープ)を見るのが立子
き)， I李仔7)f果子，培通食多。J Ji21-a2 phaiN21 
ke21-chi2， m73-thang17 chia83choe9o (すももは悪
いくだものだから，沢山食べてはいけない。)
転調の規則は，上記の様に明確に定まっているの
で，今後は，本来の音調のみを記すことにする。
更に，上述の普通の転調の他に，特殊な転調も有
るが，今回は，特殊な転調については省略する。
e 4.音韻の同化
音節と音節とが緊密に結びついた時，或る音(特
に，後の音節の語頭子音)が，前後の音の接続の影
響で，別の音に転化する場合が有る。これを音韻の
同化 Assimilationと呼ぶ。台湾の閑南語の同化現
象は，大変複雑である。台湾総督府「日台大辞典J，
岩崎敬太郎「日台言語集J，陳輝龍「台湾語法J，を
参照した。此等の書物では「同化」を「音便」と呼
んでいる。
以下に例を列挙する。
1) -nの語尾を持つ音節が「仔J -a2 (小さな
72 愛知工業大学研究報告， 第28号A， 平成5年 Vo1.28-A， Mar.1993 
もの，可愛らしいもの，などを表したり，語調を整
えたりする為に使われる[接尾詞])や「分Jr的(当
て字)J I個(当て字)J -e (ーの，…的な， を表す
[助詞]。修飾語を名詞の前に加えるとき，動詞(句)， 
形容詞(匂)を名詞(句)にするとき，などに使わ
れる。又，個数を表す[数量詞]としても使われる)
及ぴ「下」 巴7 (回数や度数を表す[数量詞])の前
に来るとき， -a2は na2~こ ， -e5は-neに夫々変化する。
即ち
? ? -n -a】ー-T -n-n且1
5 -n一←巴
と変化する。
[例]
n -ne， 
「国仔」 g1112-d → gin21 -naZ (子供)， 
「印仔Jld-lnz → in32 -na2 (印章)， 
「絃仔Jhian5 -a2 → hian53 -na2 (胡弓)， 
「鑓仔J1四/-a2 → lian73 -na2 (鎖)， 
「笛仔Jphin2 -aZ → phi日21-na2 (横笛)，
「新分Jsinl -e → sinl7 -ne5 (新しいもの)， 
']，古今Jin I -e → in17 -ne5 (彼等の，彼等の
もの)， 
「怒令J lin2-e 
なた方のもの)。
lin21 -ne (あなた方の，あ
2) -ngの語尾を持つ音節が r仔J-a2， I分」
e， r下J-e7の前に来るとき，-a2は ngazf:，-e 
は ngeに変化する。即ち
ng -a2 ー. -ng -nga2， 
ng 巴5 .ー -ng -nge5， 
と変化する。
[例]
「庖仔Jangl -a2 
商かれた人物)， 
angl7 -nga2 (人形，絵に
「巷仔Jhang7 -a2 → ha昭 73-nga2 (路地)， 
「窓仔Jthangl -a2 → tha昭 17-nga2 (窓)， 
「葱仔Jchhangl -a2 → chhangl7 -nga2 (葱，
ネギ)， 
「嚢仔Jlongl -a2 
「黄分J nl -e5 
のもの)， 
longl7 -nga2 (権，留置場)， 
nl3 -nge (黄色の，黄色
「キ工分Jang5 巳5 → ang53 -nge (赤色の， 赤
色のもの)， 
「両手子」 mg7 d → nng73 -nge5 (二個，二人)。
3) -mの語尾を持つ音節が「仔J-a2又は「今」
eの前に来るとき， -a2は ma2に，-e5は me5に夫々
変化する。即ち
2 2 m -a ーザ m -ma， 
m -e5 一一砂 m -me， 
と変化する。
[例]
「市南仔Jlam5 -a2 → lam53 -ma2 (橋)， 
「杉仔Jsaml -a2 → saml7 -ma2 (杉，木材)， 
「柑仔Jkaml -a2 → kaml7 -ma2 (蜜柑)， 
「庖仔Jtiam3 -a2 → tiam32 -ma2 (小さな庖)， 
「金仔Jkiml -a5 → kim17 -ma2 (金，黄金)， 
「尖今Jchiam1 -e5 → chiaml7 -me5 (尖った，
尖ったもの)， 
「ノ>-4、し 1 ，5 
三EワJ klm' -e 
r~司令J lam2 -e5 
kim17 -me (金の)， 
lam21 -me (壊れ易い)。
4) -kに終わる入声が I仔J -a2，又は「今J
e5の前に来るとき，-a2は -gaZに -eは -geに夫々
変化する。即ち
[例]
k -a2 → -k-gaz， 
k -e5 →ーk-ge， 
「竹仔Jtek4 -a2 → tek48 -gaZ (竹)， 
「粟仔Jchhek4 -a2 → chhek48 -ga2 (もみ)， 
「玉仔Jgiok8 -a2 → giok84 -ga2 (玉)， 
「樗仔Jjiok8 -a2 → jiok84 -ga2 (ベッドや寝椅
子に敷く薄い敷物)， 
「竹今Jtek4 -e5 → tek48 -ge5 (竹の)， 
「玉今Jgiok8 -e5 → giok84 -ge5 (玉の)， 
「六分Jlak8 -e5 → lak84 -ge5 (六個，六個の)。
5) -tに終わる入声が「仔J -a2又は「令J -e 
の前に来るとき， -a2は一la2に，-e5は一le5に夫々変
化する。即ち
t -a2 
t -e5 
と変化する。
[例]
-t -li， 
t -le， 
「賊仔Jchhat8 -a2 → chhat84 -laz (賊，泥棒)， 
「窟仔Jkhut4 -a2 → khut48 -la2 (穴3 くぼみ)， 
「枚仔Jkhie -a2 → khit48 -laz (杭，くい，枚)， 
「姪仔Jtit8 -a2 → tit84 -la2 (甥)， 
「査姥姪仔Jchal -b02 tit8 -a2 (姪)， 
「掘仔Jkut8 -a2 → kut84 -la2 (鶴鳴)， 
「榔抜仔Jna2-pat8 -a2 = I抜仔Jpat8 -a2 
pat84ーla2(蕃石棺，パンザクロ，パンジロウ，
グアパ)， pat8(北))/ poat8 ((南))， 
台湾の閤南諾に就いて. I 
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「擦仔Jchhae -a2 → chhat48 -la2 (掛軸)， 
「彼今Jhie -e5 → hit48 -le5 (あれ)，
「此今Jchit4-e chhit48ーle(これ)，
「ー 下Jchit4守 e7 → chit48 -le7 (ちょっと，ー
すると直ちに)， 
「別分Jpat8 -e5 → pat84 -le5 (i別的J(別の)，
「別{固J (別のもの))。
[参照]i別位Jpat8 -u/ → pat84 -lu/ (よその，
他所の)。
6) -pに終わる入声が，「仔J -a2，又は「分J
dの前に来るとき， -a2は ba2に，-e5は -be5に夫々
変化する。即ち
-p -i→下 ba2，
p -e5 → p -be5， 
となる。
[仔旧
「金仔Jap8 -a2 → ap84 -ba2 (蓋付き小箱)， 
司会話J= i盛合仔Jkap4 -a2 → kap48 -ba2 (蛙，
烏貝)， 
「合仔銀J= i合仔Jhap8 -a2 → hap84 -ba2 (贋
銀，にせがね，銀と銀の聞に銅を挟んだ贋の銀貨)， 
「葉仔Jiap8 -a2 → iap84 -bi (葉)， 
「掩仔Jiap4 -i→ iap48 -ba2 (張り出し，母
屋から張り出した小屋)， 
「溢仔Jiad-d → iap48 -ba2 (櫨)， 
「粒仔J1iap8 -a2 → liap84 -ba2 (粒)， 
「合仔Jhap8 -e5 → hap84 -be (挟みもの)。
7)[数詞]の同化
イ) i二十一」から「二十九」迄の「二十Jji7 
-Chap8は jiap8((南》又は liap8((北》となる。即ち，
「十JChap8→ap8と変化する。
[例]
「二十五Jji7 -Chap8 go・7 → jiap8 go・7((南))， 
liap8 gO. 7 ((北))， 
「二十九Jji7 -Chap8 kau2 → jiap8 kau2 ((南))， 
liap8 kau2 ((北))， 
「二十三本Jji7 -chap8 SaN1 pun2 → jiap8 SaN1 
pun2 (二十三冊)，
「二十四隻Jji7 -chap8 si3 chiah4 → jiap8 si3 
chiah4 (二十四匹，二十四頭，二十四羽)。
ロ) i二十一」より「九十九」迄の中の「十」
Chap8が ap8となる。但し，最後が丁度「十」の時は，
そのまま Chap8で、ある。
[例]
「二十六Jji7 -chap8 lak8 → jiap8 lak8， 
「二十二JSaN1 -Chap8 ji7 → saN -ap8 chhie， 
「四十七Jsi3 -Chap8 chhit4 → si -ap8 chhit4， 
「六十八Jlak8司chap8poeh8 → lak -ap8 poeh4， 
「八十一Jpoeh4 -Chap8 it4 → poeh -ap8 it4， 
「九十九Jkau2 -Chap8 kau2 → kau -ap8 kau2， 
ハ) i四十一」より「四十九」迄の「四十J si3 
句 Chap8が siatとなる。即ち，「十JChap8→ap4と変
化する。
[例]
「四十一Jsi3 -Chap8 it4 → Siap4 it4， 
「四十五Jsi3 -chap8 go・7 → Siap4 go・7
「四十七Jsi3 -chap8 chhit4 → siap4 chhit4， 
「四十九Jsi3 -chap8 kau2 → siap4 kau2， 
ニ) i百」よりも大きな数では i百Jpah41まah4
となる。即ち，「百Jpah4が ah4と変化する。但し，
最後が丁度「百」で終わるときは，そのまま pah4
である。
[例]
「六百七十六Jlak8-pah4 chhit4-chap8 lak8 → 
lak8 ah4 chhie-chap8 lak8， 
「五百四十Jgo・7-pah4 si3-chap8 → go・7-ah4 si3， 
即ち「十」を省略する。
「二千五百枝J= i両千五百枝JJnng7 -chheng1 
go・7-pah4ki1 → nng7 chheng1 go・にah4ki1 (二
千五百本)， 
「三百銭JSaN1 -pah4 chiN5 → saN1 -ah 4 chiN5 (三
百銭)， 
「五百個Jgo・7-pah4 e5 → go・7-ah4 e5(五百個)， 
[参考] i五百Jgo・7白pah4， i百J - iー 百」
chit8 pah4， i二百三十Jnng7 -ah4 SaN!， i五百三」
_ i五百空三J go・7-ah4 khong3 SaN1。
8) 二個の音節が結合して，一音節となり，又
はその音の或る部分が省略されることが有る。
[例]
i1.皮大漢Jhiah4 -toa7一han3 → hiah4 -a7一han3
(そんな大男)， 
「聴見講J thiaN1 -kiN30 kong2→ thiaN1 -iN30 
kong2 (話すのが聞こえる)，
「甚座人Jsim2 -mih8 -lang5→ 「日合人JSiaN2 
-lang5 (どんな人，誰)， 
「晴人JSiaN2 -lanl → sia -ng5 (誰，どんな人)，
「奥人買去Jho・7lang5 boe khi3 → ho・-ng5
boe2 khi3 (人に買って行かれた，人に買われた)， 
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「要奥人買J beh4ho.7lang日boe2 → beh4ho' 
-ng7 boe2 (人に買われるだろう)， 
「給人講Jka7 lang5 konl → ka -ng5 kong2 (人
に言ってあげる)， 
「好亦有一的曙J ho・3iah8 u 7 chit8 e5 n/ ho・3 → 
ho固3iah8 U7 che8 m7 ho.2 (良いか又は一寸良く無
いか)， 
「拍(打)悟見J phah43 m7 kiN3 → phang3 
kiN3 (紛失する)， 
「看ー 下JkhoaN3 -chit84 -e7 → khoaN3 che4 (ち
ょっと見て)， ，ー下看J chit8 -Ie khoaN3 (ちょ
っと見る)， 
「此個J chit8-e → che1 (これ)， 
，{皮個Jhit4 -e → he1 (あれ)。
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